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・・・注意論点・・・
・収益認識、割賦販売
・売価還元法
・貸倒懸念債権
・リース会計
・資産除去債務
・デリバティブ取引
・連結会計（包括利益）

まずは出題頻度の高い論
点から潰していこう！

ここから
出てる

・・・注意論点・・・
・収益認識
・退職給付（連結）
・社債（抽選償還）
・連結会計（組織再編）
・キャッシュ・フロー計算書
・税効果会計

この辺は要注意！
危ないぞ！

ここから
出てる



いよいよ来るか、連結総合問題！
そして気になるC/F計算書

・・・注意論点・・・
・収益認識、割賦販売
・売価還元法
・貸倒懸念債権
・リース会計
・資産除去債務
・デリバティブ取引
・連結会計（包括利益）（組織再編）
・退職給付（連結）
・社債（抽選償還）
・キャッシュ・フロー計算書
・税効果会計

ここから
出てる

ワンポイント講義へ

Ｃ/Ｆ計算書

Ⅰ 営業活動
：
計

Ⅱ 投資活動
：
計

Ⅲ 財務活動
：
計

＋300

－200

＋100
200

①A社
単位100万円

Ｃ/Ｆ計算書

Ⅰ 営業活動
：
計

Ⅱ 投資活動
：
計

Ⅲ 財務活動
：
計

＋400

＋100

－300
200

③C社
単位100万円

Ｃ/Ｆ計算書

Ⅰ 営業活動
：
計

Ⅱ 投資活動
：
計

Ⅲ 財務活動
：
計

＋400

－200

－100
100

②B社
単位100万円

質問！

一番優秀な会社は？

ワンポイント講義



キャッシュ・フロー計算書

Ｃ/Ｆ計算書
Ⅰ 営業活動

・
・

小計 ×××
その他

計 ×××
Ⅱ 投資活動

固定資産
有価証券
貸 付 金

計 ×××
Ⅲ 財務活動

社 債
借入金
株 式

計 ×××
Ⅳ 現金等換算差額
Ⅴ 増加額 ×××
Ⅵ 現金等期首残高 ×××
Ⅶ 現金等期末残高 ×××
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Ｃ/Ｆ計算書
Ⅰ 営業活動

・
・

小計 ×××
その他

計 ×××
Ⅱ 投資活動

固定資産
有価証券
貸 付 金

計 ×××
Ⅲ 財務活動

社 債
借入金
株 式

計 ×××
Ⅳ 現金等換算差額
Ⅴ 増加額 ×××
Ⅵ 現金等期首残高 ×××
Ⅶ 現金等期末残高 ×××

Ｃ/Ｆ計算書
Ⅰ 営 業 活動

営 業 収入 ×××
仕 入 支出 ×××
人件費支出 ×××
そ の 他 ×××

小計 ×××

Ｃ/Ｆ計算書
Ⅰ 営 業 活動

税引前利益 ×××

非資金項目 ×××

営業外・特別 ×××

営業資産負債
の増減 ×××

小計 ×××

直接法

間接法

キャッシュ・フロー ワンポイント講義



Ｐ/Ｌ
Ⅰ 売 上 高 500
Ⅱ 売上原価 200
Ⅲ 給 料 50

減価償却 30
営業利益 220

Ⅳ 営外収益 80
当期利益 300

Ｃ/Ｆ計算書
Ⅰ 営 業 活動

営 業 収入 490
仕 入 支出 190
人件費支出 50
そ の 他 -

小計 250

Ｃ/Ｆ計算書
Ⅰ 営 業 活動

税引前利益 300
減価償却費 + 30
営業外収益 - 80 
売掛金増加 - 10
買掛金増加 + 10

小計 250

直接法 間接法

Ｂ/Ｓ（一部）
前期末 当期末

売掛金 20 30
買掛金 10 20

首 20

末 30

売上
500

回収
490

首 10

末 20

仕入
200

支払
190

売掛金 買掛金

まずは、Tフォームを作るべし！

ワンポイント講義

首 10

末 12

売上
90

回収 86

売掛金

首 3

末 3 繰入
2

貸倒 2

貸倒引当金

貸倒 2

Ｃ/Ｆ計算書
Ⅰ 営 業 活動

営 業 収入 86
仕 入 支出 -
人件費支出 -
そ の 他 -

小計 86

Ｃ/Ｆ計算書
Ⅰ 営 業 活動

税引前利益 88
貸引の増加 + 0
営業外収益 -
売掛金増加 - 2

小計 86

直接法 間接法

貸倒引当金には注意すべし！

差額
だな・・

Ｐ/Ｌ
Ⅰ 売 上 高 90
Ⅱ 売上原価 0
Ⅲ 貸引繰入 2

当期利益 88

Ｂ/Ｓ（一部）
前期末 当期末

売掛金 10 12
貸 引 3 3

ワンポイント講義



Ｐ/Ｌ
Ⅰ 売 上 高 500,000
Ⅱ 売上原価 200,000
Ⅲ 給 料 50,000

減価償却 30,000
営業利益 220,000

Ⅳ 為替差益 80,000
当期利益 300,000

Ｃ/Ｆ計算書
Ⅰ 営 業 活動

営 業 収入 490,000
仕 入 支出 190,000
人件費支出 50,000
そ の 他 -

小計 250,000

Ｃ/Ｆ計算書
Ⅰ 営 業 活動

税引前利益 300,000
減価償却費 + 30,000
為替 差益 - 70,000
売掛金増加 - 20,000
買掛金増加 + 10,000

小計 250,000

直接法 間接法

Ｂ/Ｓ（一部）
前期末 当期末

売掛金 20,000 40,000
買掛金 10,000 20,000

首 20,000

末 40,000

売上
500,000

回収
490,000

首 10,000

末 20,000

仕入
200,000

支払
190,000

売掛金 買掛金

為替差益 80,000の内訳
現 金 20,000
売掛金 10,000
貸付金 50,000

為替差益
10,000

11

為替差損益には注意すべし！ ワンポイント講義

Ｃ/Ｆ計算書
Ⅰ 営 業 活動

営 業 収入 ×××
仕 入 支出 ×××
人件費支出 ×××
そ の 他 ×××

小計 ×××

直接法

直接法の掟！

首

売上

回収

貸倒

末

売掛金

首

仕入

売原

末

仕入

支払

末

回収

仕入

買掛金

その他費用

支払

未払費用

未払費用・・・・前期

P/L

当期・・・・

悩むとこは仕訳
しちゃえ

ワンポイント講義



遡及後
なんだな

Ｃ/Ｆ計算書
Ⅰ 営 業 活動

税引前利益 ×××

非資金項目 ×××

営業外・特別 ×××

営業資産負債
の増減 ×××

小計 ×××

間接法

間接法の掟！

①P/Lの営業外収益
② P/Lの営業外費用

①売上債権の期首期末差額
②棚卸資産の期首期末差額
③仕入債務の期首期末差額

①P/Lの減価償却費
②貸倒引当金は期首期末の差額

ワンポイント講義

ワンポイント講義

収益認識：契約の変更



収益認識に関する会計基準

独立した契約として処理

ワンポイント講義

解約し、新しい
契約締結と仮定

既存の契約
の一部と仮定

収益認識に関する会計基準
ワンポイント講義





ご清聴ありがとうございます
次は工原いきましょう！



過 去 の 出 題 実 績

出 題 予 想

ワ ン ポ イ ン ト 講 義



工業簿記の傾向

原価計算の傾向



 前回の試験は、工業簿記で直接原価計算、原価計算で総合原価計算と
いう、普段とは逆の組み合わせで、かつ、ボリュームも割と少なめ。

 その分、今回の予想は非常に難しいが、反動で(？)資料や計算量が
多いと感じる問題にも注意は必要だと思われる。

 出題に偏りがあるように感じる分、最近出題が少ない内容に対しては、
「今度こそ出るかも？」と思うような準備が必要なはず。

工業簿記・原価計算の

きになるポイント

お詫びと訂正

『第165回日商簿記ズバリ！１級的中完全予想模試』
第２予想 原価計算について、誤りがございます。

ご利用の皆様にはご迷惑をお掛けしますことを、
この場を借りてお詫び申し上げます。

詳細につきましては、解説動画付きでネットスクール
ホームページ内特設ページにてご案内しております。
特設ページへのリンクは、この動画の概要欄にも
貼っていますので、お手数をおかけいたしますが、
ご確認ください。



原価の分類

ワンポイント講義

原価の定義

原価計算制度において、原価とは、経営における一定の給付にかかわらせ
て、は握された財貨または用役(以下、これを「財貨」という。)の消費を、貨
幣価値的に表したものである。 「原価計算基準」(昭和３７年 企業会計審議会)三

① 経済価値の消費である

経済価値があるものを購入しただけでは「原価」にはならず、
その価値を消費して初めて「原価」となる。

② 一定の給付に転嫁される価値である

消費した経済価値が最終的なアウトプット(企業の生産物、
製造業であれば製品)の価値として提供されるのものである。

③ 経営目的に関連したものである

『経営目的』とは本業のアウトプット（製造業であれば製品）
の生産のために経済価値を消費することであり、それに関
係ないものは「原価」とならない。

④ 正常的なものである

異常な原因（事故や災害など）により生じた経済価値の減少
があっても、それは「原価」にならない。

「空気」や「日光」の消費は
原価にならない。

さらに詳しく説明すると…

材料を買っただけでは原価
にならない。

資金調達の結果として
支払う利息や配当金は

原価にならない。

同じ「ミス」でも異常か正常
かは企業や製品によって

異なる。



原価の分類 ①

(１) 形態別分類

(２) 製品との関連における分類

製造直接費 製造間接費

製品ごとに発生した金額が
明らかな原価

製品ごとに発生した金額が明らかでない
(or明らかにするのが大変な)原価

財務会計における費用の発生にもとづく分類で、材料費と労務費、経費の３つに分類する。

どの製品のためにかかった原価であるか明確か否かによる分類。

「何を」消費したか

各製品に賦課(直課) 各製品に配賦

製品別計算を行う上での基本となる２つの分類

「どの製品に」消費したか

形態別分類＋α

例何を消費したか費目

補助材料費
工場消耗品費
消耗工具器具備品費

主要材料費
買入部品費

モノ
(固定資産以外)

材料費

直接工賃金(間接作業分)
間接工賃金
給料・雑給
従業員賞与手当
退職給付費用
法定福利費

直接工賃金(直接作業分)

ヒトの労力労務費

減価償却費
水道光熱費
福利厚生費
棚卸減耗費
租税公課
修繕費、保険料 etc…

外注加工賃
特許権使用料

モノ・ヒト以外経費

 法定福利費は労務費(労務副費)、福利厚生費は経費

 棚卸減耗費(損)は間接経費 ※材料費ではない

 正常仕損費は直接経費とする場合もあれば、間接経費とする場合もある

 費目としては、圧倒的に『間接経費』が多い

注意点



もっと細かく分類すると…

経費の分類

代表例内容計算方法

旅費交通費、
通信費、保管費…

実際の支払額または請求額をもって消費額とする経費
※ 未払や前払などは考慮する。

支払経費

減価償却費、賃借料、
保険料、修繕費…

一定期間の発生額を月割して消費額を計算する経費
※ 割る月数に注意する。

月割経費

電力料、ガス料、
水道料…

メーターで消費量を測定することによって消費額を計算する経費
（メーター測定値がわかれば、その数値で計算）

測定経費

棚卸減耗費、仕損費
…

実際の発生額を消費額とする経費発生経費

※ 経費によって適切な把握方法、金額の計算方法が異なる

製造間接費の分類（部門別計算を行う場合）

製造間接費 部門直接費

部門共通費

どの部門で発生したのか明らかな製造間接費
・製造部門 ・補助部門

どの部門で発生したのか明らかでない製造間接費

※ 原価管理・責任会計の観点で、製造直接費も部門別に把握することもあるが、
部門別計算の対象の基本は製造間接費。

原価の分類 ②

(５) 管理可能性による分類

（ある人にとって）発生額をコントロールできるかどうかによる分類。

※同じ原価でも、対象とする管理者や状況によって管理可能/不能は異なる。

【例】ある機械を動かす電気代や修繕費は、工場長にとって管理可能か？
工場長の判断で導入・稼働させている機械 ⇒ (工場長にとって)管理可能

法令遵守等の理由で本社が強制的に導入した機械 ⇒ (工場長にとって)管理不能

(３) 機能別分類 「何のために」消費したか

どのような機能、目的のために発生したかによる分類。目的別分類とも呼ばれる。

【例】「材料費」（＝モノの消費）
⇒ 主要材料費、修繕材料費、研究用補助材料費、工場消耗品費 etc…

セグメント別計算で重要な分類

(４) 操業度との関連における分類

操業度（会社や工場の働く量）に応じてどのように原価が変化するのかによる分類。

製造間接費の予定配賦、複数基準配賦法など

準変動費や準固定費も
「固変分解」の手法を使って、
変動費・固定費に含めるのが
一般的。



そのほか、こんな分類も…

(７) 製品原価と期間原価

収益への対応、原価の集計単位に着目した分類

(８) 支出原価と機会原価 キャッシュ・アウトが生じるか否か

原価計算制度で「原価」といえば『支出原価』、つまり「どこかで支出が生じるもの」が該当する。

【例】
材料費：材料代金の支払いで支出がある
労務費：賃金や賞与、退職金の支払い、法定福利費の納付時に支出がある
経費：減価償却費も「固定資産の代金の支払い」で支出をしている

総合原価計算における分類

原
価

製品原価

期間原価

…

…

売上原価

販管費

売上高
個別的対応

期間的対応

一方、支出がない原価の代表例が『機会原価』。原価計算制度（財務諸表の作成）では考慮し
ないが、意思決定会計など一部の原価計算では支出のない『機会原価』も考慮する。

(６) 材料費と加工費

※費目別の資料と組み合わせた総合原価計算
の問題で注意が必要な分類

どうして分類の話を？

そのままズバリ出題されるケースがある 例）完全予想模試 第３予想工簿

記号選択など理論問題としてだけでなく、計算と絡めて原価の分類（特に費目別の分類
が多い）を問う問題が、過去に何度か出題されている。
計算問題の場合、原価の分類を１つ間違えると、最低でも２か所間違えることになるため、

受験生の想像以上にシビアに準備をしておく必要がある。

資料の正しい解釈のために必要 例）完全予想模試 第１予想工簿・第２予想工簿

普段よく解く（見かける問題）と異なる分類や表現の資料でも、普段通りの計算をするた
めには、原価の分類を正しく理解しておく必要がある。

「完全予想模試」の第２予想工簿の
問題の資料の一部。この資料を基に
”総合原価計算”を行う問題で戸惑う
受験生が意外と多い。



まとめ

「原価」をどんな風に分類するのかは、分類する理由によって様々。

① 原価計算制度（製品別計算と財務諸表の作成）で特に重要なのが、
「何を」「どの製品に」消費したのかという、形態別分類と
製品との関連性における分類の２つ

② 製造間接費の配賦（予定配賦と差異分析、複数基準配賦法）のほか、
利益管理や意思決定の観点では、変動費と固定費の分類が重要

③ 原価の分類が理解できれば、資料にあるデータの全体⇔部分の対比が
分かるため、解釈の誤りを減らしたり、推定のヒントになったりする。

原価の分類は、直接的に分類を問うパターン（今回の第３予想）や
理論問題での出題の解答で不可欠だが、実は「正しい資料の読み取
り」にも必要になることが多い。

資料で与えられた原価のデータが、どんな分類をされているのか、
どういう目的で使われるものかを正しく把握するためにも、
原価の分類はおろそかにせず、きちんと押さえておきましょう！
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Ｎ
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あなたは何タイプ？

まだまだ諦めるな

一発逆転！タイプ

合格に向けて一直線

この調子！タイプ

直前期の過ごし方

et
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Ｎ
Ｓ予想大会

11/19１Ｗ２Ｗ３Ｗ４Ｗ

本

試

験

時間内に

８割目指そう

とにかく８割を

目指そう

時間を計ってチャ
レンジしてみよう

予想模試第１予想
→第３予想

第１予想～
ウラ予想まで

今まで解いた
問題の

最終チェック!!

予想模試第１予想
→ウラ予想

予想模試第１予想
→ウラ予想

通勤時間などの移動時間を利用して、テキスト（特に商会）をしっかり確認！

問題が解けるようになった関連する予想模試にもチャレン
ジしてみよう！

「講師が選んだ過去問題集2023年」より

商業簿記/会計学 第１部 ２回・６回・８回
工業簿記/原価計算 第１部 １回・３回・５回
をバッチリ仕上げてみよう！

合格に向けて一直線 この調子！タイプ

直前期の過ごし方



et

chool

Ｎ
Ｓ予想大会

11/19１Ｗ２Ｗ３Ｗ４Ｗ

本

試

験

時間内に合格点を
目指そう

とにかく７割を

目指そう
まずは解いてみる

予想模試第１予想
→第２予想

今まで解いた
問題を最後に

チェック
しておこう

予想模試第１予想
→第３予想

予想模試第１予想
→第ウラ予想

予想模試の解説ページを読んでも理解できない部分は、基
礎が怪しい可能性大。テキスト確認で基本論点は押さえて
おこう！（基本の復習を恐れないで！）

誰でも解ける過去問題集のヨコ解きで実力を固めよう！

まだまだ諦めるな 一発逆転！タイプ

直前期の過ごし方

et

chool

Ｎ
Ｓ予想大会

時間のない方・・・スキマ時間で商会！！
(仕訳と理論の復習はスキマ時間に最適)

標 準・・・時間を計って予想模試×３回

時間のある方・・・予想模試→過去問で総仕上げ
(指示や条件が変わっても解けるように)

直前期の過ごし方



＜11月検定向け＞受講料金：25,600円（税込）：教材別コース
（※とおる模試以外の教材は別途ご用意ください。）

解き方講義
商・会 ５回

工・原 ５回

とおる模試

商・会 １回

工・原 １回

【使用教材】
だれでも解ける過去問題集

第３版

直前答練
商・会 ５回
工・原 ５回

【使用教材】
第165回日商簿記 ズバリ！

１級的中 完全予想模試

【使用教材】
オリジナルレジュメ

１１月４日（土）
９時開始

中村雄行先生藤本拓也先生


